
地

球

飾
二
十

山
容

節
二
雛

喜

六
八

で
p
砂
洲
は
二
の
ほ
か
は
固
示
さ
れ
て
ゐ
覆

い
｡
.E
は

大
し
た
鍵
化
は
覆

い
が
三
に
室
っ
て
飴
礎
盤
頓
n
れ
て

署
膝
治
水
前
で
二
は
薯
勝
治
水
後
で
あ
る
が
､
地
形
は

ゐ
る
｡
(

未
完
)

世

界

戦

後

の
地

名

考

(十
)

.

瀧

ノ

親

ア
ジ
毘
ガ
ー
ル
(A
jaig
a
rh)
｡

中
部
印
度
は
於
け
る

ブ
ン
デ
ル
カ
ン
ド
(B
u
n
d
etkh
a
n
d)
の
士
人
の

1
州
｡

ア
ラ

バ
バ

ッ
ド

(Al
tah
ab
ad
)
の
酉
南
閣

l
三
〇
哩
の

塵
に
あ
る
｡
丘
陵
上
に
九
世
紀
の
要
塞
が
あ
わ
今
日
で

は
巌
嘘
と
在
れ
る
ジ
ヤ
イ
ナ

(J
ain
菅
郵
)
数
の
殿
堂

が
あ
る
に
よ
カ
州
名
と
な
っ
て
ゐ
る
｡
要
塞
の
北
の
密

ほ
は
ノ
ー
シ
ヤ
ー
ル
(N
aush
ahr)
と
栴
す
る
ラ
'･,h
ヤ

(r
aja
h
)
の
邸

宅
が
あ
る
｡
面
積
八
〇
〇
平
方
哩
で
あ

-
人
口
入
歯
七
千
飴
｡

ア
ジ
ャ
ン
ク
(
A

j

anta又
は

A
d
3.u
n
ta)
｡

印
度

ハ

イ
デ
･.T(
-,
ド
(
H

y
d
e
rabad
)
に
あ
る
相
称
及

び
鮪
谷
｡

新
谷
に
は
紀
元
前
二
0
0
年
よ
-
紀
元
前
六
〇
〇
年
に

亘
る
岩
窟

僻
事
が
あ
-
壁
塞
が
あ
る
の
が

有
名
で
あ

る
○ア
ジ
メ
ー
ル

(A
j
m
eT)｡
印
度
ラ
rr,h
ブ
タ
ナ

(R

aj･

p
u
tan
a
)
の
ア
',,h
メ
ー
ル
･
メ
ル
ヮ
ラ

(A
jm
e
r
M
e
r
･

w

ara)と
栴
す
る
英
領
の

.i
州
の
首
府
｡
凪
魚
住
に
し

て

低
地
に
あ
-
戯
道
に
よ
-,h
ア
グ
ラ
(
A

g

ra
)
の
酉
二

二
八
哩
の
地
鮎
は
あ
る
｡
ぞ

フ
ガ
ー

ル
山

(T
a
ra
g
a
rh

H
ill)
の
鹿
に
あ
ヵ
丘
上
に
は
ア
ク
バ
ー
ル
(A
kba
r
)
紘

ょ
っ
て
建
て
ら
れ
た
要
塞
が
あ
る
0

要
塞

を
擁
ら
す
け

城
壁
が
あ
-
五
つ
の
門
が
あ
る
0
美
麗
在
る
ジ
ヤ
イ
ナ



数
の
殿
堂
の
遺
跡
が
あ
-
今
=
で
は
回
数
の
モ
ス
ク
に

哩

へ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
ま
た
十
三
世
紀
の
何
故
の
聖
徒
ク

ワ
ジ
ヤ
(K
w
a
j.a
)
の
基
が
あ
る
｡
ア
ジ
メ
ー
ル
は
地
道

工
場
が
あ
か
木
綿
､
晩
及
び
阿
片
を
輸
出

し
馳
色
業
に

特
色
を
も

っ
て
ゐ
る
｡
人
口
十

一
常
三
千
五
官
飴
｡

ア
カ
.バ
ー
(A
k
ab
ah
)
｡
ア
ラ
ビ
ア
の
都
愈
及
び
鞠
｡

幣

は
紅
梅
の
東
北
の
入
江
に
あ

-
サ
イ
ナ
イ

(S
in
ai
)

と
ア
ラ
'.D
ア
と
の
間
に
倖
す
る
｡
発
車
ほ
て
イ
ー
ラ

ス

(E
lath
)
と
桐
せ
ら
れ
る
土
地
で
あ
-
雁
馬
人

が
バ
ラ

ナ
(A
e
tana
)

と
云
っ
た
塵
で
あ

る
｡
嫉
及
か
ら
メ
ッ
カ

(M

ecca)
へ
参
詣
す
る
巡
櫨
の
遺
構
に
あ
る
が
､

.L
九

.i
七
年

ア
ラ
ビ
ア
人
に
ょ
つ
て
土
其
古
人
の
手
か
ら
奪

取
ru
机
か
｡

ア
カ
ル
コ
か
(A
k
a
tk
ot)
｡

印
度
の
土
人
の

山
州
｡

ポ

ム
ベ
イ

(B
om
b
ay
)
の
行
政
管
園
内
に
あ
-
面
積
四

九
八
平
方
哩
で
あ
る
じ
農
業
及
び
機
職
業
が
宿
は
れ
､

ア
カ
ル
コ
ト
は
そ
の
首
府
で
あ
る
｡
州
の
人
目
入
歯

三

千
飴
｡

首
府
の
人
口
は
略

.I
菌
九
千
O

エ
ー
ケ
マ
ン
･
ス
ト
リ
ー
ト
(A
k
em
a
n

S
treet
)0

.11ヒ
非
職
級
の
地
薪
巧

英
蘭
に
あ
る
羅
馬
人
の
建
設
し
た
道
路
で
あ
っ

て､
シ

セ
タ

(C
iren
ce
ste
r
)
に
あ
る
フ
ォ
ヅ
ス
道
路

(Po
ss
e

W

ay)
を
去

-
テ
ム
ズ
河
畔
の
低
地

を
周廻
し
ト
-
ン

グ
(Trin
g
)
に
於
LtJ
イ
ヅ
ク

ニ
ー

ル

ド通
路

(ickn
ietd

W
a
y
)
を
横
切
カ
'

セ
イ
ン
ト

･
オ
ル
バ
ン
ス

(S
t.

Al
b
an
s)
の
ゥ
オ
ヅ
ト
-
ン
グ
通

-
(W
a
itin
g
s
tree
t)

に
合

し
倫
敦
に
至
る
も
の
で
あ
る
O
fJ
の
道
路
は
バ
ス

B
ath
)
よ
少
倫
敦
に
至
る
シ
ル
チ
ェ
ス
タ

(S
ilch
e
ster
)

街
道
の
代
用
道
格
で
あ
る
｡

ア
ケ
ル
マ
ン
(A
k
erm
a
n
.
A
k
k
erm
an
叉
は
A
kier･

m
an)
｡

ル
マ
ニ
ア
の
都
骨
｡
ヅ

ニ
ー
ス
チ
ル
(D
n
ies
･

乞er)
河
口
に
あ
-
黒
海
に
近
-
オ
デ
ッ
サ
(O
d
e
ssa
)
の

甫
三
〇
哩
に
あ

る
｡
輸
出
晶
は
葡
萄
･堕
免
租
･
裸
脂
及

び
羊
毛
で
あ
る
｡

.1
八
二
六
年
に
は
露
土
協
約
が
乙
の

地
は
於
で
協
定
さ
れ
た
｡
人
口
四
寓
飴
｡

ア
リ
カ
ド
(A
k
k
a
d
)｡
育
代
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
都

骨

｡
創
世
紀
は
脊
か
れ
て
ゐ
る
ア
ヅ
カ
ド
(A
cc
a
d
)
で

め

-
セ
ミ
チ
ッ
ク
族
以
前
の
紀
元
前
約
二
八

〇

〇
年
頃

の
･サ
ル
ゴ
ン
(S
a
rg
o

n二
世
の
首
府
ア
ガ
ヂ
(A
g
a
d
e
)

】
空

六
九



地

球

節
二
十

一
谷

と
同

一
な
る
rJ
と
を
澄
明
ru
れ
ね
o

li
九

-L
七
年
-

7,

九

7
九
年
に
至
る
間
に
放
て
藤
掘

ruれ
た
結
果
こ
の
L都

倉
は
所
謂
庭
園
市

(G
a
rd
e
n
City
)
で
あ
っ
て
チ
グ

-

ス
(T
ig
ris)
河
の
左
岸
は
沿
う
て
二
十
哩
間
の
延
長

の

あ
っ
た
こ
と
が
判
別
し
た
.

ア
ク
n
ン
(A
k
r
o
n
).
北
米
各
衆
問
オ

ハ
イ
オ
(O
h
io
)

州

サ
ム
ミ
ツ
-

(
S

u
m
mi
t)
郡
の
首
府
｡
オ

'1
イ
オ
運

河
の
河
畔
に
あ
-
ク
-

-
グ
ラ
ン
ド
(
C
le
v
e
la
n
d
)
の

前
岡
束
三
六
哩
の
地
裁

に
あ
っ
て
石
衆

焼
固

の

都
骨
で

あ
る
｡
鉄
道
の
梗
宜
し
-
ゴ
ム
業
及
び
印
刷
業
の
中
心

で
あ
-
乙
れ
等
の
魔
業
磯
蓮
の
結
果

一
九

一
〇
年
よ
-

.i
九
三
〇
年
に
至
る
間
に
放
て
急
速
に
人
口
の
増
加
を

見
た
｡
他
の
製
産
晶
は
器
械
類
陶
雅
頻
で
あ
-
工
場
用

白
粉
は
キ
ユ
ヤ
ホ
ガ

(Cuyahoga)河
か
ら
得
ら
れ
る
.

一
九

1E
三
年
に
組
合

大
撃
が
建
設

n
れ
ブ
フ
テ
ル

･
コ

レ

ツ
ヂ

(B

uchtet
Co
t

le
g
e
)
が
そ
の
中
心
を
を
し
て

ゐ
る
｡

町

そ
の
も
の
は

一
八
二
五
年
以
来
の
も
の
で
あ

る
｡
人
口
二
十
菌
八
千
飴
｡

ア
ラ
バ
ー
マ
(Ala
b
a
m
a
)
.

北
米
倉

衆
鯛
の
南
部
諦

節
二
姫

1空

七

〇

州
の

lI
.
面
積
五

山
､

九
九
八
平
方
哩
｡
主
要
河
流
は

ア
ラ
バ
ー

で
河
で
あ
っ
て
長
さ
三

7
二
哩
｡
州
の
離
艦

は
乙
の
主
要
河
以
外
に
テ
ネ
シ
ー

(Tennessee)河
に

ょ
っ
て
も
酢
配
さ
れ
州
の
登
帽
を

貫
い
て
ゐ
る
｡
ア
ラ

バ
ー

マ
州
は
焼

き
低
地
よ
-
成
-
大
部
分
耕
作
地
で
あ

る
｡
南
部
に
は

蛮
き
森
林
地
帯
が
あ
ヵ
貴
末
在
る
木
材

を
渡
す
｡
東
北
部
は
丘
陵
地
昔
で
あ

る
｡

東
南
隅
ほ
は
戯
大
な
る
綿
花
産
出
地
非
が
あ
-
極
め

て
肥
沃
な
る
地
質
で
あ
る
O
晋
は
rJ
の
地
帯
に
於
で
奴

隷
制
皮
が
薫
も
頑
強
に
固
執

ruれ
ね
塵
で
あ
る
｡
州
の

主
要
産
業
は
農
業
で
あ
-
人
目
は
==LZ村
の
人
々
ま
わ
成

っ
て
み
る
O
去
萄
黍
は
主
要
な
る
穀
類
作
物
で
あ
わ
綿

花
･粗
鉄
オ
ー
ツ
容
･馬
鈴
薯
･小
穿
｡砂
糖

･
桃
類

｡
煙

草

･
米
む
も
遷
す
｡
石
炭
及
び
銑
故
も
多
畳
に
採
掘

さ

れ
る
｡
ま
た
北
米
各
衆
問
の
結
晶
韻
鈴
の
金
額
の
六
割

を
度
し
と
の
中
心
地
方
は
ア
シ
ェ
ラ
ン
ド

(A
s
h
ia
n
d
)

で
あ
る
｡
線
各
大
学
で
あ
る
ア
ラ
バ
ー
マ
大
撃
は
州

の

主
要
教
育
施
設
で
あ
る
｡

首
要
都
骨
に
は
バ
ー
ミ
ン
グ

ハ
ム
(B
irm
in
g
ham
)



が
あ
-
蛾
及
び
鋼
城
塞
製
造
の
中
心
地
で
あ
-
モ
ビ
ー

ル

(AJfobie
)
は
唯

山
の
海
港
で
あ
-

モ
ン
-
ゴ
メ
-

(M
on
tgo
m

e
r
y
)
は
首
府
で
あ
る
｡

i
九
二
C
年
の
人

口
は
二
､
三

四
八
､
一
七
伯
<
で
あ
-
そ
の
う
ち

山
､
四

四
七
､
〇
三
二
は
白
人
で
あ
る
D

山
九
二
八
年
の
調
査

ほ
て
は
二
､
五
七
三
､
O
C
〇
人
で
あ
る
｡
ア
ラ
rr'l
-
ヤ

ほ
雅
た
最
初
の
探
険
者

は
西
班
牙
人
で
あ
っ
て

山
五
三

九
年
に
デ

｡
ソ
ー･
(D
o
S
oto
)
が
釆
7
0

.i
七
C
三
年

に
傭
閑
人
が
殖
民
し

一
七
六
三
年
に
共
闘
に
割
譲

r,虎

漸
次
合
衆
閥
に
併
合
さ
れ
た
｡

ア
レ
-
(A]
aiS)
｡
沸
蘭
酉
の
都
骨
で
あ
っ
て
ガ
ー
ル

(C
ar
d
)
腺

に
あ
る

｡
ガ
ル
ド
ン
(G
ard
on
)
河
畔
に
あ

～,>
セ
ゲ

エ
ソ
ヌ

(C
6
vennes)
山
脈
の
麓
に
あ
-
ニ
ー

ム
(
Nin
e
s
)
の
問
北
西
二
十
末
哩
の
地
鮎
に
あ
っ
て
パ

-

｡
-
オ
ン
(P
a
ri
S･L
y
o
n
s
j
地
道
の
聯
絡
曙
で
あ
る
｡

聖

ジ
ア
ン
(S
.

Jean)
寺
､
要
塞
及
涙
錬
川
撃
枚
が
あ

-1
.絹
糸
工

場が
あ

-繭
及
び
-
ボ
ン
の
取
引
が
あ
る
｡

石
炭
銭
轍
並
鉛
及
び
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
凍
す
る
鯨
業
地

方
の
中
心
地
で
あ
る
｡
製
錬
場
が

あ

-
製
造
品
と
し
て

倣
非
職
後
の
地
裁
考

は
術
子
･煉
瓦
･
タ
イ
ル
及
び
用
布
が
あ
る
｡

〓
ハ
二
九

年
ア
レ
I
の
卒
新
修
酌

が
rJ
の
地
に
締
結

さ
れ
た
時
宜

ル
イ
十
八
世
に
ょ
つ
て
ヒ
ユ
ダ

ノ
ヅ
J･
(H
u
g
u
en
ots
)

の
手
か
ら
奪
取
rb
れ
た
都
骨
で
あ
る
O
人
口
三
常
六
千

飴
｡ア
ラ
ス
カ
(Al

a
sk
a
)
O

北
ア
メ
-
カ
の
酉
北
軌
に
あ

る

一
準
州
で
あ
っ
て
倉

衆
岡
は

一
八
六
七
年
露
闘
よ
-

七
百
二
十
寓
弗
ほ
て
買
収
し
た
も
の
で
あ
る
｡

.E
九

一

二
年
に
準
州
と
し
て
秘
め
ら
れ
た
｡
*
L面
積
五
九

〇
､
八

八
四
平
方
哩
で
あ

-
p
人
口
宜
菌
五
千
飴
｡
北
米
の
最
高

峰
と
稲
せ
ら
る
る

マ
ヅ
キ
ン
-
(.w
t.
M
ck
in
ley
)
峰
が

め
-
高
ru
二
寓
三
千
帆
で
あ
る
｡

ユ
ー
コ
ン
(Y
uk
on
)

河
の
会
長
の
う
ち

一
六

〇
〇
哩
は
ァ

ラ
ス
カ
を

流
れ

て

み
る
○
馴
鹿
は
南
部
に
於
で
は
士
人
の
食
料
と
な
ら
商
業
的

に
最
蚤
婁
な
る
も
の
は
毛
皮
を
供
給
し
得
る
動
物
で
あ

-
大
腰
(M
o
o
se
)
狐
･梅
狐
･覇
｡据
豹
･
川
瀬
の
毛
皮
な

ど
は
薯
露
な
る
商
晶
で
あ
る
｡
抽
出
の
目
的
を
以
て
鉾

試
用
に
捕
獲
さ
れ
た
鮪
は
六
百
寓
弗
以
上
は
達
し
で
ゐ

一
望

七

.i



地

球

妨
二
十

一
懸

る
｡
大
葬
｡
オ
ー
ツ
褒
-
フ
イ
歩

･
馬
鈴
薯
及
び
キ
ャ
ベ

ツ
を
鷹
し
開
有
林
は
二
千
官
常

エ
ー
カ
の
焼
ruを
有
し

掘
餓
物
と
し

ては
金
｡石
衣
｡石
英
及
び
プ
ラ
チ
ナ
で
あ

る
｡
鉄
道
は

シェ
ー
ク
オ
ド

(S
e
w
a
rd
)
か
ら
フ
ェ
ア

nfrl
ン
ク
ス

(
F
a
irb

anks
)
に
至
る
線
と

ス
カ
グ
ウ
ェ
イ

(S
k
ag
w

a
y
)
か
ら

ホ
ワ
イ
-
ホ
ー
ス
(W
h
ite
florse
)

に
至
る
線
と
が
あ
る
0

士
民
は
二
人
種
が
あ
る
｡

エ
ス
キ
モ
一
名
イ
ン
ヌ
イ

ド
(In
n
u
it)
と
柄
す
る
欄
族
と
印
度
人
と
で
あ
る
｡
印

度
人
は
内
地
及
び
東
南
部
に
棲
息
し
て
ゐ
る
｡
,J
の
州

は
八
人
の
上
院
識
員
及
び
十
六
人
の
下
院
繕
員
よ
わ
在

る
立
法
機
軸
を
有
し
隔
年
に
首
府
ジ
ユ
ノ
ー
(Ju
n
eau)

に
試
食
を
開
-
0

大
統
領
に
よ
っ

て任
命
せ
ら
れ
る
知
事
が
居
み
そ
の

任
期
は
四
ヶ
年
で
あ
る
｡

丁
株
の
航
海
者

べ
-
ン
グ
(B
e
rin
g
)
が

一
七
E
H

年

に
初
め
LtJ
ア
ラ
ス
カ
を
探
険
し
三
年
後
露
問
の
.殖
民
地

と
な
っ
た
0

ア
ラ
ワ
シ
オ

(A
lassi
o

)
｡

伊
太
利
の

-
ブ
イ
ユ
タ

節
二
糖

蒜

四

七
二

(R

iviera)に
あ
る
梅
港
に
し

て保
養
地
｡
樹
木
繁
茂
せ

る
丘
陵
の
驚
は
あ
ヵ
ゼ
ノ
ア
(
Gen
oa)
の
西
南
五
六
哩

で
あ
ゎ
夏
は
海
水
浴
場
と
し
て
東
軍
硯
せ
ら
れ
る
.
各

の
気
供
も
平
鋼
を
薦
け
爽
快
で
あ
る
｡
町
は
宥

い
町
で

あ
わ
美
し
-
多
-
の
英
人
の
訪
客
を
見
る
｡

ア
ル
バ
･
E3
シ
カ

(A
tba
L
onga
)
｡
捷
典
都
輔
の
最

初
の
都
骨
で
あ
-
雁
馬

の
付
都
で
あ

る
.
恐
ら
-
雁
馬

の
東
南
十
五
雌
は
あ
-
ア
ル

バ
ン

(Al
ban
)
湖
上
の
懸

崖
上
に
あ
つ
ね
と
推
定
r
uれ
て
ゐ

る
｡
乙
の
和
食
は
俸

証
は
よ
れ
ば
イ
ー
エ
ア
ス
(jE
neas)の
息
ア
ス
カ
エ
ア

ス
(A
sca
nius)
が
雁
馬
雄
の
建
設

さ
れ
る
三
官
年
以
前

に
建
設

し
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
｡

ア
ル
バ
ン
･
ヒ
ル
ス

(A
-ban
H
iu
s
)
伊
太
利
雁
馬
の

束
に
あ
る
火
山
脈
の
群

｡今
日
巧
ン
テ
｡
カ
ブ
オ

(M
o
n
･

te
C
a
v
Q
)
と
柄
す
る
山
は
三
､

二

五
択
の
高
n
を
有

し
菅
は

モ
ン
ス
･
ア
ル

バ
ヌ
ス
(1W
on
s
Al
b
anu
s)と
呼

ば
れ
､
羅
馬
の
肺
軍
等
が
罪
馬
に
凱
旋
入
城
を
拒
絶
n

れ
た
時
は
山
頂
は
あ
る
殿
堂
ほ
ま
で
軍
隊
靭
兵
式
を
行

っ
た
場
所
で
あ
る
｡
山
頂
に
は
ア
ル
5,,
ノ
(A
tb
an
o
)
町



む
は
じ
め
多
数
の
和
食
が
あ
-,>育
代
の
遺
跡
と
し
て
は

チ
べ
-
ア
ス
(T
ib
e
riu
s)
ヵ
-
ギ
ユ
ラ
(C
al
ig
u
la
)
及

び
ネ

ロ
(
N

e
ro
)
諸
島

帝
の
別
邸
が
あ
-
今
日
は
肝
正

の
邸
第
が
あ
る
｡
プ
ラ
ス
カ
チ
(F
rasc
ati)
ゼ
ン
ザ
ノ

(G
enz
a
n
o
)
及
び
ヵ
ス
チ
ル
｡
ガ

ン

ド
ル

フ
ォ
(C
a
s
t
el

G
a
n
d
olfo
)
が
あ
ら
乙
J
に
は
法
王
の
宮
邸
が
あ
-

城

が
あ
る
｡
ア
ル

バ
ン
棚
及
び
ネ
ミ

(N
em
i)
湖
は
を
の

南
に
あ
る
.

ア
ル
バ
ニ
ア
(A
tbania)｡

歓
洲
の

lL
王
問
｡
バ
ル

カ

ン
牛
砧
の
西
側
に
あ
る
山
岡
で
あ
-
面
積
約

..t
七
.

三
七
四
車
方
哩
で
あ
る
｡
人
口
は
八
三
三
､
六

一
八
人

と

軍
せ
ら
れ
岡
の
大
部
分
は

山
脈
紛
糾
し

ボ
ス
ニ
ア

(
B

o
sn
ia
)
妓
び
ダ
ル

マ
チ
ア
(D
al
m
atia
)
の
ア
ル
プ
ス

山
脈
の
延
長
で
あ
-
硲
流
の
沸
配
を
受
け
屠
る
低

地
が

あ
る
｡
農
業
は
飴
-
磯
遵
せ
ず
家
畜
及
び
単
豚
は
主
要

食
粗
を
供
給
L
t
渡
韓
は
抽
出
ru
れ
住
民
の
大
部
分
は

中
開
的
文
明
の
生
活
む
迭
-
種
族
は
言
語
に
ょ
つ
ItJ
二

大
別
ru
れ
る
｡

一
は
北
部
の
グ
ッ
グ
族
(G
hegs)
で
あ

-

丁
は
南
部
の
ト
ス
ク
族
(T
osk
s)
で
あ
る

｡
主
要
部

≠
非
職
級
の
地
銘
考

令

は
首
府
チ
ラ
ナ
(T
irana)
ゾ
ラ
ヅ
ツ
オ
(D
ur
a
z
z
o
)

ス

ク
タ
-

(S
cu
ta
ri)

コ
-
ヅ
ツ
ア

(K
o
ritza
)
エ

ル

パ
サ
ン
(E
tba
sa
n
)
ア
ー
ル
ジ
ロ
カ
ス
ブ
ル
(A
r
gyro･

k
a
s
tru
)
及
び
ア
グ

ロ
ー
ナ

山
名
ブ
ア
ロ
ー
ナ
(
A
v
lona

父
は

V
a
ton
a
)
で
あ
る
｡

ア
ル

rrq
エ
ア
の
初
期
の
歴
史
は
不
明
で
あ
る
｡

一
四

七
八
年
に
土
共
有
の
箇
土
と
な
み

一
九

一
二
1

一
三
年

に
敢
初
の
バ
ル

カ
ン
戟
辞
(B
al

kanW
a
r
)
の
特
典
と

し
て
列
強
に
よ
っ
て
自
治
閥
と
縛
め
ら
れ
る
ほ
至
る
ま

で
土
其
古
に
隷
属
し
て
ゐ
た
｡
領
土
の
面
積
は
既
に

一

八
七
八
年
七
月
伯
林
修
約
に
よ
っ
イし
縮
小
せ
ら
れ
､

一

九

1
二
-

一
三
年
の
倫
敢
食
談

(London
Con
ference)

は
よ
っ
て

惜
設
問
境
を
定
め

ら
れ
て

領
土
を
益

々
縮

小

し
た
〇
一
九

一
四
年
二
月
二
十

.i
H
ア
ル
.rrt
エ
ア
の
代
衆
は

ゲ
イ
ド
(W
ie
d
)
の
プ
-
ン
ス
･
ク
ヰ
-
ア
ム
(P
rin
c
e

w
ittia
m
)
に
王
位
を
申
出
で
ね
の
で
'
プ
-
ン
ス
は

.i

九

一
四
年
三
月
七
日
に
ゾ
ラ
ツ
ツ
オ
ほ
到
着
し
た
.
七

月
二
十
八
トー
に
オ
ー
ス
ト
-
ア
は
セ
ル
ビ
ア
に
宜
散
布

蒜

五

七
三



也

節
二
十

-
怨

骨
を
な
し
た
時
プ
-
ン
ス
は
間
際
愈
講
委
員
の
大
多
数

と
共
は
自
己
の
公
筒
を
去
-
衝
民
む
し
で
自
ら
治
ひ
べ

-
放
任
し
た
｡
馬
め
に
閣
内
は
無
肝
状
態
に
な
-
ニ
ケ

年
輩
の
開
擾
乱
状
態
を
鍍
け
て
ゐ
カ
.

一
九

山
七
年
六
八
三
日
伊
大
利
の
占
櫨
軍
の
指
揮
者

フ
エ
レ
ロ
(F
e
rr
er
o)
賂
軍
は
軍
吉
を
磯
表
し
て
ア
ル

rr'l
ニ
ア
を
そ
の
保
護
の
下
に
置

い
た
｡
オ
ー
ス
-
リ
ア

は
乙
れ
ほ
腰
酬
し
て
ア
ル
バ
ニ
ア
を
自
己

の
保
護
囲
な

-
と
宣
言
し
た
｡
術
者
の
間
に
戦
闘
が
行
は
れ
た
が
オ

ー
ス
-
-
ア
罫
は
九
月
に

モ
ン
テ
ネ
グ

ロ

(M
onte
･

neg
ro
)
に
退

き
ア
ル

バ
ニ
ア
金
部
は
伊
太
利
革
は
よ
っ

て
占
痩
せ
ら

れ
た
｡

然
る
に

一
九

7
九
年
に
於
で
エ
ツ

サ
ド

･
パ
シ
ャ
(E
ssa
d
P
a
sh
a
)
の
従
轟
が
武
装
的
運

動
を
起
し
狗
立
を
企
て
伊
大
利
の
統
治
に
反
抗
し
7
.

一
九
二
〇
年

エ
ツ
サ
ド

･
パ

シ
ャ
が
殺
ろ

n
れ
た
後
に

ア
ル
rrrt
ニ
ア
の
有
力
者
等
は
倉
講
の
結
莱
チ
ラ
ナ
ほ
於

で
猫
立
政
府
を
樹
立
し
た
〇

一
九
二
五
年
に
は
憲
法
が

礎
布
r
uれ
共
和
問
と
夜
つ
た
が

.;
九
二
八
年
に
大
紋
碩

ア
-
メ
ド
･
ベ
イ
･ブ
オ
グ
(A
h
m
ed
B
ey
Z
og
u
)
は
問

筋
二
継

忘

山ハ

七

四

王
と
夜
-
王
圃
た
る
こ
と
む
宣
言
し
た
.
敢
近
更
に
革

命
的
穫
乱
が
勃
磯
し
た
が
そ
の
結
果
如
何
は
末
だ
知
る

こ
と
が

出

衆

な

い
.

ア
ル
バ
こ
(A
t
b
a
n
y

又
は

A
tb
a
n
)
｡

フ
ォ
ル
ス

(F
o
r
th
)及
び
ク
ラ
イ
ド

(Clyde)の
北
は
潜
る
蘇
格
蘭

の
地
方
の
市
名
O
九

〇
〇
年
頃
に
は
フ
ォ

ル
ス河
ク
ラ

イ
ド
及
び
ス
ペ
イ

(S
pey
)
河
の
間
に
あ

る
菅
ピ
ク
ー

ラ
ン
ド
(P
ictla
n
d
)
と
呼
ば
れ
た
地
方
を
指
し
て
斯
-

柄
し
た
｡
こ
の
地
は
百
年
間
ば
か
り
そ
れ
自
身
の
閉
ま

を
有
し
て
ゐ
ね
が
'
後
に
は
ス
コ
チ
ア

(S
cotia)
王
問

即
ち
今
日
の
ス
コ
ツ
-
ラ
ン
ド
の
核
心

と
在
っ
た
｡
ア

ル
ご

友

は
ァ
ル
パ
ン
の
語
は
ァ
ル
ビ
が
ン
(A
lb
ion
)

の
樽
語
で
あ
る
｡

ア
ル
バ
こ
(A
tb
an
y
)
｡

西
オ
ー
ス
Il
レ
-
ア
の
都

食

｡
キ
ン
グ
･
'･,h
オ
ー
ジ
｡
サ
ウ
ン
ド
(K
in
g
G
eorg
e

S
ound
)

と
栴
す
る
海
峡
に
面
し
鉄
道
に
よ
っ
て
パ
ー

ス
(
Per
th)
の
東
南
三
景
二
哩
の
地
鮎
に
あ
わ
療
養

地

と
し
て
有
名
で
あ
る
｡
そ
の
港
は
西
濠
洲
の
敢
良
港
の

.i
で
あ
る
が
近
来
は

フ
-
マ
ン
-
〟
(F
r
em
a
n
tle
)
に



よ
っ
て
漸
次
傾
倒
ru
れ
つ
＼
あ
る
｡
人
口
四
萌
に
近

い
o

ア
ル
バ
こ

(Al
b
a
n
y
)
｡

南

ア
フ
-
カ
の
ケ
ー
プ
州

の
東
南
部
に
あ

る

地
方
｡

チ
ヤ
ー

ル
ス
･
サ

マ
セ
ッ
ト

脚
(L
ord

C
h
a
rles
S
om
e
rs
et)
の
政

治

の

間
に

li
八

二
〇
年
ア
ル

ゴ
ア

･
ペ
イ
(A
tgoa
B
a
y
)
に
上
陸
し
た

三､五
〇
〇
人
の
移
民
に
よ
っ
て
初
め
て
殖
民
さ
れ
た
｡

乙

の
移
民
は
共
闘
政
府
は
よ
っ
て
援
助
ruれ
ね
最
初
の

大

岡
櫨
移
民
で
あ
っ
て
カ
フ
ィ
ル
(K
a
fBr
)
族
の
侵
撃

に
反
抗
す
る
防
晩
と
な
っ
た
.
面
積

.i
､
六
四
五
平
方

哩
｡
首
府
は
グ

レ
ア
ム
ス
ク
タ
ン
(G
Taham
st
ow
n)で

あ
る
じ
奔
人
目
二
常
四
千
O

新
著
紹

骨

:■■一1二=l11ここ■llここl11=三■l■一二〓lllここ▲_

0

力

笹

史

憶

鏑
木
爪
人
粥

鰯
劫
批
数
行

従
軍

函

五
十
鵬

今
回
鵬
本
蝉
ij
に
ょ
つ
て
力
燐
火
が
編
纂
き
れ
た
こ
と
は
紙
に
儲
ば

し

い
軸
で
あ
っ
て
'
こ
の
柿
の
晋
鮪

の
州
税
は
苛
々
の
久
し
-
椎
柴
し

て
止
ま
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
寮
教
は
若
き
切
新
撰
に
志
し
後
柚
じ

て
力
餅
を
軸
攻

さ
れ
し
人
で
あ
り
凡
つ
本
省
越
に
参
考
と
さ
れ
た
力
餅

壊
判
は
何
れ
も
古
今
の
1
大
柿
成
韓
で
毎
る
こ
と
呼
よ
り
､
著
鮎
の
常

初
林
骨
な
ら
ざ
る
川

滋

の
抽
ほ
れ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
｡
之

糾

常

紹

介

れ
亦
本
辞

の
憐
れ
た
特
色
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
｡
著
希
は
滋
大
中
･:刷
物

況
堺
敦
賀
に
職
を
春
ず
る
新
進
の
堺
徒
で
あ
る
｡
本
番
は
西
暦
紀
元
前

放
す
JIミ
の
晋
の
ツ

HT

ノ
ン
に
節
を
起
し
現
代

の
ブ
ラ
ン
ク
､
ア
イ
ン

ス
タ
イ
ン
に
売
る
迄
二
千
数
甘
祁
間
五
十
祈
七
人
の
析
単
に
的
す
る
力

蝉

史
侍
を

一
人
に

一
串
を
あ
て
1
詳
細
に
嗣
辞
し
た
も
の
で
あ
る

(
附

し
今
日
の
新
亀
子
諭
に
は
筆
を
決

め
て
ゐ
な

い
｡
)
閃
僻
紀
元
前
此
の
か

た
人
竹
に
非
血

へ
た
カ
撰

(
軸
力
嘩
及
曙
範
力
輿
等
を
食
む
淡

い
窓
味

で
の
)
恩
恋
が
如
何
様
な
拭
練
と
建
造
を
発
け
つ
ゝ
'
又
如
何
な
る
人

間
的
な
骨
骨
に
色
ど
ら
れ
つ
ゝ
1
渉
又

.i
渉
超
に
今

日
の
カ
単
勝
系
に

ま
で
紐
設
さ
る
1
忙
発
っ
た
か

と
云
ふ
力
蝉
数
展
の
誠

枕
々
の
安
を
よ

-
説
辿
し
も
た
の

で
あ
り
'
獅
各
拳
希
の
北
ひ
立
ち
の
紀
と
そ
の
人
閥

と
し
て
の
半
開
を
窺
ひ
柑
る
紀
邸
も
あ
っ
て
､
炉
火
の
下
で
静
か
に
熟

紙
す
る
に
は
紺
地
の
貨
物
で
あ
る
O
H
次
の
欄
に
は
各
準
潜
の
蝕
粥
に

於
け
る
･光
な
栄
約
や
そ
の
他
の
都
功
が
純
利
に
ま
と
め
ら
れ
て
あ
っ
て

力
撰
虹
の
撒
念
的
内

韓
を

ll
H
の
中
に
収
め
狩
る
｡
叉
力
餅
虹
伴
に
は

誠
に
祁
艇
は
し
き
多
数

の
批
難
や
翁
畏
服
が
入
i
,b
れ
て
あ
っ
て
訳
解

を
枕
惚
の
境
地
に
革
-
D
就
中
ピ
サ
の
寺
院
内
で
於
明
の
擬
潮
を
凝
祝

せ
る
栄
き
臼
の
ガ
-
レ
イ
の
姿
埠
は
比
に
蘭
非
戦
従
の
研
究
心
を
燃
焼

せ
ず
に
は
鑑
か
ね
で
あ
ら
ふ
O

今
日
物
郡
串
の
故
先
端
を
開
輔
し
っ
1

あ
畠

新
し
い
武
器
は
刺
判
粧

理論
と
エ
ネ
ル
ギ
I
鬼
子
の
考

(
と
で
あ
っ
て
､
滑
水
の
問
題
は
こ
の

耐者
の
敵
合
紀

山
に
あ
る
べ
L
と
は

1
椴

の
鵬
む
る
即
の
如
-
で
あ
る

,が
､
更
に
今
よ
り
敗
北
細
線
に
､
或
は
ツ
エ
ー
ノ
ン
の
背
よ
り
ア
イ
ン

這

七

七
滋


